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研究成果の概要（和文）：本研究「アクティブ・ラーニングによる思考力育成のための道徳カリキュラムの研
究」は、対話を中心とするアクティブな道徳教育を、ユルゲン・ハーバーマスが明らかにしてきたような「相互
理解」と「合意形成」を目指す方法としてナラティブ評価を対話と評価の過程として捉え、その実践可能性を探
った。それは、これまで、到達目標のように指標となるような目標の文章を先におき、その目標を基準として評
価するような実践を企画ごとに確定するような方法とは異なる。本研究は、実際に出てきた結果において個々人
の主観的な経験が大きな位置にあることを明らかにするために、ナラティブ的な手法に基づき、結果そのものに
て評価する方法である。

研究成果の概要（英文）：This study is about the empirical research intriguing the possibility of the
 narrative method of the individual moral development. The research data has implicitly and 
explicitly shown the possibility of the narrative dialogue, in which the individual subjectivity is 
explicated in terms of the narrative context. It would be identified in the inter-subjective 
dialogue.  L. Kohlberg is an initiator designed the structure developmental stages of morality. It 
is assumed that the moral development can be delineated in terms of universal psychological terms. 
On the other hand, J. Habermas has explored the possibility of dialogue which constitutes the 
situational validity based on the mutual understanding and consensus oriented rationality.  Habermas
 assumes the there is an  universal validity exists in the predicative dimension, which pedagogy has
 to explore in the life-world. The moral education should also be rooted in the dialogue and 
inter-subjective context.

研究分野： カリキュラム理論

キーワード： 道徳教育　価値発達　価値葛藤　相互主観性　合意形成　コールバーグ　ハバーマス　対話的合理性
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、特定の価値観を押しつける伝統的な道徳教育に対して、相互理解と合意形成を基礎とした道徳教育の
実践がいかにして可能であるかを探ったものである。それは、後段解釈自由話し合いのような単なる話し合いと
異なり、コールバーグ流の価値葛藤による、道徳意識の覚醒をもとにしている。しかし、道徳的判断力は、価値
判断の価値基準の序列、法や規範を超える相互主観的な意識の葛藤と合意形成が難しく、あえてその課題に取り
組むことが、個々人の思考力や判断力の発達に寄与するということを実証的に明らかにした。その具体的実践が
可能であり、必要であることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 道徳教育においては、戦前の徳目主義道徳のパラダイムが支配しており、戦後においても

その主要な流れは、現場においては変わっていない。他方、コールバーグ流の価値葛藤理論

に基づく道徳的発達の実践は、一部の現場教師によって先行されている。本研究は、このコ

ールバーグの方法に加え、対話とナラティブという価値葛藤の文脈を拡大することの必要

性を強調した実践手法の開発を明らかにした。徳目主義道徳派は、近年、後段解釈自由とい

うようなフレーズを掲げ、フリートークを可能にするような方法を主張している。けれども、

価値判断の文脈は、なおざりにされ、その思考はどうあるべきかという重要な道徳教育の課

題からは遠ざかっている。 
 
 
２．研究の目的 

本研究「アクティブ・ラーニングによる思考力育成のための道徳カリキュラムの研究」は、

対話を中心とするアクティブな道徳教育を、ユルゲン・ハーバーマスが明らかにしてきたよ

うな「相互理解」と「合意形成」を目指す方法としてナラティブ評価を対話と評価の過程と

して捉え、その実践可能性を探ることを目指した。それは、これまで、到達目標のように指

標となるような目標の文章を先におき、その目標を基準として評価するような実践を企画

ごとに確定するような方法とは異なる。本研究は、実際に出てきた結果において個々人の主

観的な経験が大きな位置にあることを明らかにするために、ナラティブ的な手法に基づき、

生徒相互の対話の過程を文脈を解読し、その相互主観性の現実を暴き出すことを目指した。 
 
３．研究の方法 

 研究の方法は、現場の教員によって道徳、社会科、総合学習において、価値葛藤を引き起

こすようなストーリー場面を導入し、自らの主体的判断を引き出すように試みた。実際の実

験授業は、小学校、中学校、高校など多様な発達段階の生徒が、どのような価値発達をして

いるのかを、討論と対話の過程を記録し、そのコンテキストをその場面ごとに分析し、文章

化した。 

 本研究は、特定の価値観を押しつける伝統的な道徳教育に対して、相互理解と合意形成を

基礎とした道徳教育の実践がいかにして可能であるかを探ったものである。それは、後段解

釈自由話し合いのような単なる話し合いと異なり、コールバーグ流の価値葛藤による、道徳

意識の覚醒をもとにしている。しかし、道徳的判断力は、価値判断の価値基準の序列、法や

規範を超える相互主観的な意識の葛藤と合意形成が難しく、あえてその課題に取り組むこ

とが、個々人の思考力や判断力の発達に寄与するということを実証的に明らかにした。その

具体的実践が可能であり、必要であることを示した。 

 
 
４．研究成果 

 研究の成果は、当初の仮説を証明するような形で得られた。その全容は、浅沼茂編著『思

考力を育む道徳教育の理論と実践：コールバーグからハバーマスへ』（黎明書房、2018 年）

において、詳述されている。なかで、徳目主義道徳による徳目の教科道徳が、いかに子供た

ちの道徳教育へのモチベーションをそぎ、日常生活における重要な価値判断を回避し、思考

力の発達を阻害しているかを明らかにした。このような伝統的道徳教育に対して、現代社会



や日常生活において価値葛藤がふだんに存在に、その問題を問題として学級での道徳的思

考様式が、以下に複雑で人間の思考能力を高めるかということを証明した。特に、やったら

やり返せ式の因果応報の倫理、皆がやるから自分もやる式の他者思考、法や規範があるから

秩序への絶対的服従を超える、社会契約や社会的正義のようなより高次の価値発達段階は、

より複雑化した現在社会においてこそ求められているカリキュラムであることを明らかに

しえたものである。 
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